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秋
葉
神
社
・
祭
神

　

白
鳥
神
社
か
ら
東
へ
直
線
距
離
で
約
5
0
0
ｍ
。
そ
の
小
高
い

丘
・
加
賀
棚
に
白
鳥
秋
葉
神
社
が
あ
る
。白
鳥
神
社
の
末
社
で
あ
る
。

こ
の
秋
葉
神
社
建
立
の
経
緯
は
、
明
治
四
十
年
四
月
三
日
、
白
鳥

区
全
焼
の
大
火
が
有
っ
た
。
そ
の
後
も
再
三
火
災
が
発
生
、
大
正

八
年
六
月
十
四
日
、
白
鳥
小
学
校
全
焼
の
火
難
が
続
い
た
。

　

こ
の
時
、
白
鳥
区
民
が
緊
急
協
議
し
、
秋
葉
神
社
の
創
建
を
決

め
た
。
時
の
白
鳥
区
長
瀬
上
岩
次
郎
は
遠
州
の
秋
葉
神
社
へ
お
札

を
受
け
に
行
く
。
遠
州
秋
葉
神
社
は
「
火
の
迦
具
土
神
」
を
祭
神

と
す
る
、
火
難
除
け
の
神
社
。

　

白
鳥
の
何
処
に
祀
る
か
を
区
民
と
相
談
、
薬
師
谷
と
加
賀
棚
の

二
カ
所
を
選
出
、
遠
州
秋
葉
神
社
の
お
み
く
じ
で
加
賀
棚
に
決
定
。

大
正
八
年
八
月
に
上
棟
式
が
行
わ
れ
た
。

　

棟
札
に
は
次
の
通
り
記
さ
れ
て
い
た
。

白
鳥
区
総
大
工

　

野
々
村
勘
太
郎
（
63
）　

野
崎
松
之
助
（
55
）　

曽
我
巳
之
助

（
50
）　

曽
我
吉
之
助
（
43
） 

荒
井
芳
郎
（
34
） 

野
崎
太
七
（
32
）

　

寺
田
米
吉
（
29
）　

白
石
為
次
郎
（
22
）　

森
下
権
太
郎
（
21
）

　

野
崎
末
吉
（
21
）　

大
正
八
年
八
月
七
日　
　

白
鳥
区
長　

瀬

上
岩
次
郎
（
46
）　

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
昭
和
九
年
に
、
拝
殿
が
和
田
吉
造
一
寄
進
で
建
立
さ

れ
た
。
更
に
、
昭
和
五
十
八
年
に
、
本
殿
の
再
建
が
成
さ
れ
て
い

る
。
平
成
二
十
七
年
三
月
、
豪
雪
に
よ
り
拝
殿
屋
根
が
全
壊
、
総

代
衆
で
復
旧
、
七
月
に
完
成
さ
せ
る
。

　

毎
年
四
月
三
日
（
明
治
の
大
火
日
）
午
前
十
一
時
か
ら
防
火
祈

願
祭
が
、
白
鳥
区
自
治
会
主
催
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

白
鳥
秋
葉
神
社
の
祭
神
「
火
之
迦
具
土
神
」（
ひ
の
か
ぐ
つ
ち

の
か
み
）
と
は
、
如
何
な
る
神
な
の
か
？

　

日
本
の
神
様
の
原
点
は
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
命
夫
婦
で
あ

る
。
こ
の
二
人
は
沢
山
の
神
様
を
産
ん
だ
。

　

こ
の
夫
婦
が
最
後
に
生
ん
だ
神
様
が
火
之
迦
具
土
神
で
あ
る
。

　

カ
グ
ツ
チ
の
神
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
火
の
神
で
あ
っ
た
。

　

生
ま
れ
る
時
、
母
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
陰
部
を
焼
い
て
生
ま
れ
て
き

た
。
イ
ザ
ナ
ミ
は
そ
れ
が
致
命
傷
と
な
り
死
ん
で
し
ま
う
。

　

イ
ザ
ナ
ギ
は
愛
す
る
妻
・
イ
ザ
ナ
ミ
を
出
雲
国
と
伯
耆
国
の
境

に
あ
る
比
婆
山
に
葬
っ
た
。
そ
し
て
激
高
し
た
イ
ザ
ナ
ギ
は
、
我

が
子
で
あ
る
カ
グ
ツ
チ
の
首
を
切
り
落
と
し
殺
し
て
し
ま
う
。

　

こ
の
と
き
カ
グ
ツ
チ
の
血
か
ら
岩
石
の
神
・
火
の
神
・
雷
神
・

水
の
神
な
ど
の
神
が
生
ま
れ
、
カ
グ
ツ
チ
自
身
の
体
か
ら
も
多
く

の
神
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
火
山
が
噴
火
し
た
時
の
イ
メ
ー

ジ
と
な
り
、
火
の
神
と
な
る
。

　

人
類
が
最
初
に
火
を
意
識
し
た
の
は
、
火
山
や
落
雷
に
よ
る
山

火
事
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
っ
た
。
火
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
人
は
生
活
に
便
利
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

る
こ
と
を
知
る
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
便
利
に
な
っ
て
も
火
本
来

の
脅
威
と
い
う
側
面
を
失
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
神
は
ふ
だ
ん
人
間
の
生
活
を
守
り
、
富
を
与
え
て
く

れ
る
が
し
か
し
、
そ
の
神
を
穢
す
よ
う
な
こ
と
を
し
て
怒
ら
せ
る

と
、
荒
れ
狂
い
、
す
べ
て
を
焼
き
つ
く
し
家
や
財
産
、
時
に
は
命

ま
で
も
奪
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
驚
異
と
恩
恵
の
二
面
性
を

持
ち
、
生
活
に
深
く
関
わ
る
火
の
神
を
、
人
々
は
崇
め
祀
る
様
に

な
っ
た
。

　

こ
れ
等
の
神
の
大
元
締
め
が
火
之
迦
具
土
神
で
あ
る
と
言
え
る
。

秋
葉
神
社
の
総
本
山
は
静
岡
県
の
秋
葉
山
本
宮
秋
葉
神
社
で
あ

る
。
は
じ
め
て
社
殿
が
建
っ
た
の
は
和
銅
2
年
（
7
0
9
年
）
と

い
わ
れ
、
古
代
は
秋
葉
山
が
御
神
体
と
さ
れ
て
い
た
。

　

秋
葉
神
は
山
岳
信
仰
か
ら
は
じ
ま
り
、
中
世
に
な
る
と
神
仏
習

合
を
経
て
秋
葉
山
大
権
現
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一

に
剣
難
、
二
に
火
難
、
三
に
水
難
の
神
と
い
わ
れ
武
士
の
崇
敬
を

集
め
た
。

　

江
戸
時
代
の
江
戸
は
、
絶
え
間
な
く
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
。
江

　

戸
庶
民
は
各
地
に
秋
葉
講
を
結
成
し
、
秋
葉
信
仰
が
広
ま
り
、

秋
葉
山
詣
で
が
賑
や
か
に
な
る
。
東
京
秋
葉
原
も
当
時
の
信
仰
の

名
残
と
伝
え
ら
れ
る
。

歳

旦

祭

　

一
月
元
旦
、
午
前
九
時
～
拝
殿
に
て
歳
旦
祭
を
催
行
。
歳
旦
祭

と
は
そ
の
年
、
初
め
て
神
様
に
お
参
り
を
す
る
初
詣
で
あ
り
、
神

社
と
地
域
住
民
の
繁
栄
、
五

穀
豊
穣
祈
願
し
、
年
始
を
お

祝
い
す
る
神
事
で
す
。
宮
司

が
祝
詞
を
上
げ
て
、
自
治
会

と
総
代
の
役
員
が
列
席
し
、

筝
曲
・
春
の
海
が
境
内
に
流

れ
る
中
で
厳
粛
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
瀬
上
宮
司
の

お
身
内
に
御
不
幸
が
あ
り
、

高
鷲
町
切
立
の
有
松
宮
司
に

執
り
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

発
行
元
・
白
鳥
神
社
総
代
会

白
鳥
神
社
報
　
第
三
十
四
号
　
令
和
六
年
四
月
一
日

宮
の

森

宮
の

森

宮
の

森

宮
の

森



(2)

白
鳥
の
大
火
と
能
登

　

白
鳥
の
大
火
に
つ
い
て
は
、
郷
土
史
家
・
白
石
博
男
氏
の
郡
上

郷
土
史
考
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

明
治
40
年
（
1
9
0
7
）
4
月
3
日
夕
刻
。
上
之
保
村
白
鳥
に

大
火
が
発
生
。
当
時
の
新
聞
に
よ
る
と
、
白
鳥
全
戸
2
0
6
戸
の

内
、
1
5
3
戸
が
全
焼
し
た
。
そ
の
他
、
半
焼
、
倒
壊
も
多
く
、

殆
ん
ど
全
滅
の
状
況
だ
っ
た
。
原
因
は
竈
で
炊
事
中
、
天
井
に
積

み
置
い
た
藁
に
点
火
し
て
燃
え
広
が
っ
た
。

　

火
は
近
隣
の
白
鳥
神
社
に
移
り
始
め
た
。
皆
で
御
神
体
の
奉
移

に
着
手
し
、
辛
う
じ
て
捧
げ
出
し
た
。
火
は
烈
風
に
煽
ら
れ
南
に

向
か
い
、
来
通
寺
、
白
鳥
大
橋
、
郡
上
銀
行
、
白
鳥
郵
便
局
、
登

記
所
等
を
焼
き
払
っ
た
。
電
柱
、
電
線
も
焼
失
し
、
電
信
は
不
通

と
な
る
。
総
損
害
額
は
約
30
万
円
。（
米
な
ど
の
食
べ
物
換
算
す

る
と
現
在
の
約
21
億
円
に
相
当
）

　

近
隣
の
北
濃
、
牛
道
、
弥
冨
、
西
川
等
の
各
村
か
ら
村
吏
員
総

出
で
、
罹
災
民
の
救
助
に
着
手
。
郡
役
所
か
ら
炊
き
出
し
用
米
や

雑
品
等
の
輸
送
を
始
め
た
が
、
八
幡
―
白
鳥
間
の
道
は
人
馬
で
大

混
雑
、
戦
場
の
様
で
あ
っ
た
。
各
町
村
は
臨
時
議
会
を
開
き
、
寄

付
金
の
拠
出
を
決
め
た
。
被
災
し
た
人
達
は
、
数
日
は
親
戚
な
ど

に
厄
介
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
焼
け
跡
に
ハ
サ
ノ
コ
等
を
使
い

小
屋
を
組
み
、
藁
で
屋
根
を
葺
き
、
雨
露
を
凌
い
だ
。
小
学
児
童

は
白
鳥
小
学
校
内
に
収
容
し
た
。

　

狩
り
子
が
尽
力
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　

狩
り
子
と
は
、
高
鷲
村
切
立
の
官
林
か
ら
木
を
伐
り
出
し
、
長

良
川
に
浮
か
べ
、
下
流
に
流
す
仕
事
。
そ
の
狩
り
子
が
白
鳥
に
沢

山
泊
ま
っ
て
い
て
、
家
財
の
持
ち
出
し
や
消
火
に
随
分
と
活
躍
し

た
由
。
白
鳥
神
社
の
拝
殿
は
焼
け
た
が
由
緒
あ
る
本
殿
は
、
焼
失

を
免
れ
た
。
こ
れ
は
狩
り
子
と
、
二
日
町
の
人
達
が
必
死
に
守
っ

て
く
れ
た
お
陰
と
言
わ
れ
る
。

　

今
年
の
元
旦
夕
方
に
能
登
半
島
に
大
地

震
が
発
生
。
輪
島
朝
市
が
全
焼
し
た
。
そ

の
数
、
約
3
0
0
棟
と
言
わ
れ
る
。

　

白
鳥
大
火
の
約
2
倍
の
家
が
灰
燼
と
化

し
た
。
地
震
と
相
ま
っ
て
、
逃
げ
る
だ
け

が
精
一
杯
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

1
1
7
年
前
の
白
鳥
大
火
を
文
献
で
知
る
に
つ
け
、
白
鳥
神
社

も
多
く
の
人
に
助
け
ら
れ
た
と
認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

今
の
輪
島
が
他
人
事
と
思
え
ま
せ
ん
。

　

原
因
は
違
い
ま
す
が
、
総
て
を
焼
失
し
、
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
事
に
は
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

苦
し
む
人
に
寄
り
添
う
事
が
、
人
の
道
で
は
と
思
い
ま
す
。

正
者
憲
次
氏
　
表
彰

　

貴
殿
は
平
成
二
十
五
年
に
神
社
総
代
に
就
か
れ
、
平
成
二
十
七

年
か
ら
は
白
鳥
神
社
社
守
補
佐
と
し
て
、
神
社
の
護
持
運
営
に
献

身
的
に
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
神
社
の
行
事
総
て
に
深
く
関
わ
っ
て

頂
き
、
そ
の
功
績
を
誇
る
こ
と
も
な
く
、
常
に
黙
々
と
務
め
ら
れ
、

神
社
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
功
績

に
よ
り
、
こ
の
度
岐
阜
県
神
社
庁
郡
上
支
部
長
の
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
白
鳥
神
社
と
い
た
し
ま
し
て
も
喜
ば
し
い
事
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
今
後
と
も
、

総
て
に
渡
り
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

下
さ
ら
ん
こ
と
を
衷
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

総
代
新
陣
容

　

こ
の
三
月
で
総
代
の
広
瀬
康
広
様
、
曽
我
雄
介
様
、
神
谷
忠
孔

様
、
木
下
好
弘
様
、
高
橋
元
之
様
、
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
き
に
渡
り
、
白
鳥
神
社
に
対
し
ま
し
て
、
篤
い
ご
支
援
、
ご

協
力
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
四
月
か
ら
は
左
記
の
陣
容

で
護
持
運
営
に
当
た
り
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
赤
字
は
新
任
で
す
）

一
号
組
…
…
…
野
崎
克
美　
　

二
号
組
…
…
…
曽
我
和
弘

三
号
組
…
…
…
古
家
孝
一　
　

四
号
組
…
…
…
別
府
喜
利

五
号
組
…
…
…
日
置
紀
寛　
　

六
号
組
…
…
…
三
島　

繁

七
号
組
…
…
…
野
々
村
薫　
　

八
号
組
…
…
…
野
崎
正
和

九
号
組
…
…
…
臼
井
幸
夫　
　

十
号
組
…
…
…
松
山
幸
盛

十
一
号
組
…
…
日
置
捷
司　
　

十
二
号
組
…
…
田
口　

学

十
三
号
組
…
…
野
崎
正
博　
　

十
四
号
組
…
…
猪
俣　

強

十
八
号
組
…
…
須
甲
真
司　
　

十
九
号
組
…
…
渡
辺　

剛

宮
司
・
瀬
上
孝
男
、
社
守
・
曽
我
幸
男
、
補
佐
・
正
者
憲
次

総
代
長
・
古
屋
孝
一
、
副
・
足
立
好
教
、
副
・
三
輪
規
裕

監
査
役
・
曽
我　

誠
、
内
ケ
島
朗
、
相
談
役
・
瀬
木
重
瀰

　

今
期
、
二
名
の
副
総
代
は
そ
れ
ぞ
れ
専
任
の
形
と
な
り
ま
す
。

祈
年
祭
・
初
午
祭

　

市
会
議
員
始
め
と
す
る
御
来
賓
、自
治
会
役
員
、各
組
長
、総
代
、

計
43
名
の
出
席
の
も
と
、
三
月
三
日
、
白
鳥
神
社
祈
年
祭
、
白
鳥

稲
荷
神
社
初
午
祭
を
厳
粛
に
執
り
行
い
、
本
年
の
国
家
安
寧
、
五

穀
豊
穣
、
商
売
繁
盛
を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
六
年
四
月
か
ら
の
行
事
予
定

4
／
1
…
…
…
…
宮
の
森
34
号
発
行

4
／
3
…
…
…
…
防
火
祈
願
祭
～
秋
葉
神
社
～
自
治
会
主
催

4
／
14
…
…
…
…
初
宮
神
事
・
新
旧
総
代
歓
送
迎
会
・
宮
掃
除

5
／
3
…
…
…
…
稲
荷
神
社
例
祭
神
事

6
／
7
…
…
…
…
自
治
会
・
総
代
会
三
役
会
議

6
／
23
…
…
…
…
宮
掃
除
（
自
治
会
と
共
同
）

7
／
14
…
…
…
…
境
内
・
秋
葉
神
社
草
刈
り
清
掃

7
／
19
…
…
…
…
例
祭
打
合
せ
会
議
～
神
楽
幹
部
・
総
代
三
役

7
／
21
…
…
…
…
初
宮
神
事

御
寄
進
・
ご
奉
仕

一
、
篝
火
焚
き
器
修
理
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
日
置
紀
寛　

様

一
、
欅
古
木
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
設
備
…
…
…
…
…
足
立
好
教　

様

一
、
稲
荷
神
社
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
設
備
…
…
…
…
…
足
立
好
教　

様

心
温
か
い
ご
寄
進
、
ご
奉
仕
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

御
朱
印
受
付

　

ご
希
望
の
方
は
０
５
７
５（
８
２
）
４
３
８
７
･
瀬
上
宮
司
ま

で�

（
文
責
・
瀬
木
）


